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バイ オ技術で脱炭

。
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稲わらを保管し、
細かく粉砕
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日本で米農家などから回収
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稲わらを発酵させて
発酵液を生成

秋田県大潟村に実証プラント

（
周辺地域の電気・ガス
として販売して収益化）
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゜
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藝
悶
ど
活
用

一

国
内
生
産

資
諒
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
に
よ

る
と
23
年
度
の
L
P
ガ
ス
の

使
用
量
は
約
1
3
0
0

万

心
雌
下
の
ガ
ス
管
が
通
っ

て
い
な
い
地
方を
中
心
に 、

家
庭
の
4
割
が
L
P
ガ
ス
を

利
用
し
て
い
る 。

メ
タ
ン
を
主
成
分
と
す
る

都
市
ガ
ス
は 、
化
石燃
料
を

使
わ
ず
に
水
素
と
二
酸
化
炭

素
(
C
o
2
)

で
つ
く
る
合

成
メ
タ
ン
が
実
証
段
階
に
入

っ
た 。
一
方 、
L
P
ガ
ス
は

主
成
分
の
プ
ロ
パ
ン
が
メ
タ

ン
よ
り
横
造
が
複
雑
で 、
合

2035年

発酵液に含まれるセルロ ースを触媒で分解して
LPガスに

プロパンの純度を高くする手法などを研究し、実用化へ
び ｝ ‘、"· 、

企業 生産方法 生産量

液
化
右
油
ガ
ス
(L
P
ガ
ス）
の
代
替
と
し
て 、
化
石
燃
料
に
頼
ら
な
い
脱
炭
素
ガ

ス
の
開
発
が
迎
ん
で
き
た 。
ク
ポ
タ
は
2
0
2
5

年
に
も
師
わ
ら
を
発
酵
さ
せ
て
ガ
ス

を
取
り
出
す
実
証
を
始
め
る 。
古
河
電
気
工
業
は
牛
の
ふ
ん
尿
を
使
っ

て
ガ
ス
を
製
造

す
る 。
菜
界
団
体
は
35
年
に
L
P
ガ
ス
の
1

割
を
脱
炭
素
ガ
ス
に
す
る
目
標
を
灯
て
て

い
る 。

成
プ
ロ
パ
ン
を
つ
く
る
の
は

難
し
い
と
さ
れ
て
き
た 。

ク
ポ
タ
は
師
わ
ら
を
発
酵

さ
せ
る
と
プ
ロ
パ
ン
を
取
り

出
せ
る
こ
と
に
四
自
し
た 。

秋
田
瞑
大
内
村
に
あ
る 、
農

畜
産
物
を
発
酵
さ
せ
て
ガ
ス

を
取
り
出
すバ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト

を
使
い 、
25
年
に
設

備
を
増
や
し
て
つ
くヽ
る 。

米
を
収
穫
し
た
後
に
残
る

稲
わ
ら
は
こ
れ
ま
で
肥
料
と

し
て一
部
使
わ
れ
て
い
た 。

だ
が 、
田
ん
ぽ
に
放
置
し
て

お
く
と
メ
タ
ン
が
発
生
し 、

LPG の代替に
35年に 1 割移行

空
中
に
放
出
さ
れ
て
い
た 。

即
わ
ら
は「
セ
ル
ロ
ー

ス」

と
呼
ば
れ
る
成
分
が
含
ま
れ

る 。
ガ
ス
製
造
時
に
独
自
開

発
し
た
触
媒
を
使
う
こ
と

で 、
セ
ル
ロ
ー

ス
を
分
解
し

て
プ
ロ
パ
ン
の
純
度
を
高
め

委
京
都
大
学
と
連
携
し 、

希
少
金
属
を
使
わ
な
い
合
金

を
触
媒
に
使
い 、
初
期
コ
ス

ト
を
抑
え
る 。

那
わ
ら
か
ら
ガ
ス
を
生
産

す
る
た
め 、
燃
料
な
ど
を
外

部
調
逹
す
る
必
要
が
なくヽ ‘

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
に

ま降以年、‘’
5
 

3
 
゜定推

会
の
協

省
ス：

業
ヵ

産
LP

済
本

経
日

）
 

ほ

つ
な
が
委
バ
イ
オ
ガ
ス
の―

生
産
能
刀
を
箭
わ
ら
1トン
当

た
り
4
0
0キロ
迄
に
高
め 、

30
年
ご
ろ
に
大
潟
村
内
で
事

業
化
に
踏
み
切
歪
ガ
ス
を一

周
辺
の
家
庭
に
販
噂
将
来

は
発
電
機
て
電
気
に
変
え
て

収
益
化
を
目
指
す 。

ガ
ス
を
自
給

一

日
本
L
P
ガ
ス
協
会
は
3-

月
に
L
P
ガ
ス
の
脱
炭
素
化一

に
向
け
た
道
筋
を
公
表
し一
る
が 、
農
産
物
や
畜
産
物
か

た 。
35
年
に
使
用
景
全
体
の
ら
集
め
た
原
料
で
ガ
ス
化
す

12
％
に
当
た
る
1
4
0

万 トン
る
技
術
が
実
現
す
れ
ば 、
エ

を
脱
炭
素
化
し
た
ガ
ス
に
切
ネ
ル
ギ
ー

の
自
給
率
を
改
葦

り
替
え
る
計
両
だ 。
そ
の
うー
で
き
る
可
能
性
が
あ
る 。

ち
20
万
辻
は
国
内
生
産
し 、

一
方 、
海
外
か
ら
の
輸
入

20
方
迂
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

な
ど
も
年
閻
1
0
0

万
迂
規
樅
必

で
C
o

擁
出
を
相
設
す
る

二
要
で 、
海
外
で
の
大
景
生
産

L
P
ガ
ス
の
調
逹
は
足
元こ
も
同
時
並
行
で
求
め
ら
れ

で
大
半
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
玄弓
ク
ボ
タ
の
水
谷
太•
水

牛のふん尿などから発生
するバイオガスを合成

30年に年間 1000 トン
生産

一
部
長
はー
て
い
る 。
ふ
ん
尿
か
ら
発
生

「
扉
作
の
規
樅
か
ら
し
て
も 、
す
る
バ
イ
オ
ガ
ス
か
ら
水
索

ア
ジ
ア
地
域
の
方
が
市
場
規
と一
酸
化
炭
素
を
つく
C

り 、

際
は
格
段
に
大
き
い」
と
し 、一
こ
れ
ら
を
合
成
し
て
プ
ロ
バ

国
内
で
技
術
が
確
立
で
き
れ一
ン
を
製
造
す
る 。
水
素
と一

ぱ
海
外
で
も
プ
ラ
ン
ト

の
建一
酸
化
炭
素
は
反
応
さ
せ
る
と

設
を
進
め
る
力
針
だ 。

不
純
詞
が
多
く
発
生
す
る
た

古
河
電
下
は
牛
の
ふ
ん
尿
め 、
そ
の
ま
ま
で
は
L
P
ガ

を
使
い 、
L
P
ガ
ス
の
代
贄
ス
の
代
贄
に
は
使
え
な
い 。

と
な
る
ガ
ス
の
製
造
を
進
め
同
社
が
開
発
し
た
触
媒
を
用

CO2を水素と合成して
プロバンを生産

廃油を処理し、水素と
合成

30年以降に 1 日 10~
100 トン生産

18年から年間4万トン
生産

都市ガス

（注） 22年3月末時点。出所は経済産業省

化学式が複雑で脱炭素化技術は
都市ガスに遅れ

フ
ラ
ン
ス
の
ト

タ
ル
エ
ナ
ジ

i
ー

ズ
や
ス
ペ
イ
ン
の
レ
プ
ソ

一
ル
は 、
ハ
イ
オ
ディ
ー

ゼ
ル

な
ど
の
生
産
拠
点
で
ガ
ス
も

同
時
に
閉
産
す
る 。

脱
炭
素
化
し
た
ガ
ス
の
苦

及
に
は
課
睾
も
多
い 。
一
っ

が
既
存
燃
料
と
比
べ
て
数
倍

に
上
る
と
さ
れ
る
コ
ス
ト

だ 。
日
本
て
都
市
ガ
ス
は
合

成
メ
タ
ン
と
既
存
の
燃
料
の

価
格
差
を
支
援
す
る
制
度
の

検
討
が
進
む
が 、
L
P
ガ
ス

の
代
替
は
技
術
開
発
段
隋
の

た
め
コ
ス
ト

の
試
算
が
難
し

い 。
「
現
在
10
立
方
討
あ
た

い
る
こ
と
で 、
プ
ロ
パ
ン
の
際
に
増
や
す
方
針
て 、
ガ
ス
り
9

千
円
前
後
の
家
庭
用
小

比
率
を
邸
め
た
ガ
ス
を
取
り
の
配
送
で
は
岩
谷
産
業
や 、

売
市
況
レ
ベ
ル
に
と
と
め
る

出
せ
る
と
い
う 。

出
光
興
産
と
三
菱
商
事
が
共
こ
と
が
ひ
と
つ
の
自
椋
だ」

26
年
度
に
北
海
追
鹿
追
町
同
出
資
す
る
ア
ス
ト

モ
ス
エ録（
日
本
L
P
ガ
ス
協
会）
が 、

で
酪
農
家
な
ど
か
ら
ふ
ん
尿
ネ
ル
ギ
ー

と
提
携
し
た 。

コ
ス
ト

差
を
補
う
支
援
策
の

を
集
め 、
年
問
最
大
2
0
0

欧
州
企
業
や
ア
ス
ト

モ
ス
議
論
は
追
ん
で
い
な
い 。

迂
の
ガ
ス
を
製
造
で
き
る
実
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
は
ク
リ
ー

ン

C
o
2

の
削
減
効
果
を
明

証
プ
ラ
ン
ト

を
建
設
す
る 。

な
ガ
ス
の
製
造
で
も
提
携 。

確
に
す
る
た
め
に
は 、
C
o
2

墨匡
技
術
が
確
立
で
き
れ
ば
ガ
ス
輸
人
も
視
野
に
入
れ
て
の
測
定
ル
ー

ル
を
新
た
に
緊

30
年
に
は
同
1
0
0
0
迂
規
い
る 。

備
す
る
必
要
が
あ
る 。
脱
炭

―

エ
均
な
ど
で
排
出
し
た
C
素
化
し
た
代
贄
ガ
ス
は
こ
れ

0 ，ー
を
原
料
と
し
た
L
P
ガ
ま
て 、
大
気
中
に
放
出
さ
れ

]
ス
の
代
贄
の
開
発
も
進
む 。

て
き
た
メ
タ
ン
や
C

o

ゑJ

會
谷
産
業
な
ど
L
P
ガ
ス
大一
原
料
に
す
る
こ
と
で 、
使
用

手
5

社
は 、
C
o
2

と
水
声
時
に
出
る
C
o
2

を
阻
段
す

ー
を
反
応
さ
せ
て
ガ
忌
合
成一
る
仕
組
み
を
と
っ

て
き
た 。

一
す
る
手
法
を
30
年
以
降
に
実一
だ
が 、
製
造
方
法
に
よ
っ

て

用
化
す
る
計
画
だ 。
9
月
に
ど
こ
ま
で
相
殺
て
き
る
か
は

北
九州
市
で
小
規
瞑
な
プ
ラ
ば
ら
つ
き
が
あ
る 。

ン
ト

を
立
ち
上
げ 、
1
日
10

ガ
ス
を
輪
人
す
る
場
合 、

計
ぶ
ま
で
生
産
能
力
を
増
や
国
家
問
の
ル
ー

ル
整
備
も
必

主

要
だ 。
生
産
地
の
製
造
事
業

者
に
と
っ

て
は
自
社
て
削
減

し
た
分
の
C
o0』
を
国
外
に

コ
ス
ト

数
倍

欧
州
て
は
L
P
ガ
ス
に
代
移
す
形
に
な
り 、
補
填
な
ど

わ
る
脱
炭
素
化
し
た
ガ
ス
の
相
手
側
の
メ
リ
ッ
ト

を
明
確

酋
及
を
政
府
が
後
抑
し
し
て
に
し
な
け
れ
ば
日
本
へ
の
輪

お
り 、
累
産
を
進
め
る
企
業

元
は
追
ま
な
い 。
各
社
の
投

も
あ
る 。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

のー
資
を
促
す
た
め
に
は
完
行
す

再
生
燃
料
大
手
の
ネ
ス
テ
は一
る
都
市
ガ
ス
や
政
府
と
も
連

オ
ラ
ン
ダ
で
脱
炭
素
化
し
た一
携
し 、
市
業
の
予
兄
性
を
確

ガ
ス
を
生
産
し 、
欧
州
全
域一
保
す
る
取
り
組
み
が
不
可
欠

に
ガ
ス
の
販
売
を
始
め
た 。

に
な
る 。

（
泉
洸
希）

5割が家庭向け。
地方や離島が
中心 ％＼ 
プロパン (C3Hs) 、
プタン (C4H10)

ポンベに詰めて
車で配送

5割が工業用。
都市部中心

メタン (CH4)

35年に1 割 30年に 1 ％注入

LPガスはガス筐の通っていない
地方に需要

グラフィックス 竹林呑織
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ハイライト表示




